
 

 

 

 

 

 

 

 

○学習活動と部活動との両立を通して、充実した学校生活の実践を図る。 

〇同年齢や先輩後輩等との好ましい人間関係づくりや、自己肯定感、責任感、連帯感を育成する。 

○計画的で効果的な活動の実践を通して、生徒の心身の健康の増進を図る。 

 

 

○運動部……男子サッカー  女子サッカー  

男子バスケットボール  女子バスケットボール（Ｒ３～休部中）  

男子卓球 女子卓球   男女バドミントン  男子硬式テニス  女子硬式テニス 

ダンス  

○文化部……美術  環境科学  グローバル 

 

 

○「部活動の目的」を鑑み、学校教育活動として位置づけ、原則として全員加入とします。 

※クラブチーム等社会教育機関に所属し、上記「部活動の目的」と同一の活動をしている生徒に

ついては、その活動日の部活動を免除することができます。 

 

 ○「一日の活動時間」は、平日は２時間程度、週休日・休日・休業日は３時間程度とします。 

  ・準備活動、片付け、移動に要した時間については、活動時間に含みません。 

・朝練習を実施する場合は、活動時間に累積します。 

・大会前等の事情により、活動終了時刻を延長して実施する場合も、「平日２時間程度」、「週休日・ 

 休日・休業日３時間程度」の活動時間を超えない範囲で活動します。それでも事情があって活 

動時間を超える場合は、別日の活動日を休養日として振り替えます。 

※公式の大会における活動時間は、「大会要項」によって実施されますので、上記の活動時間の制 

 限はありませんが、連続した週休日両日とも実施した場合は、別日の活動日の１日を休養日と 

 して振り替えます。 

 

 

 

 

 

２０１８年３月にスポーツ庁から、同年１２月には文化庁から、「運動部及び文化部の部活動の在

り方に関する総合的なガイドライン」が示されました。これを受け、同年７月に埼玉県の部活動の在

り方に関する方針が、２０１９年１月には「川口市部活動方針」が策定され、各学校で部活動方針の

策定が義務となりました。本校ではこの指針に基づき生徒にとって望ましいスポーツ、文化及び科学

等の活動の環境を構築するという観点で次の通り「小谷場中学校部活動方針」を策定いたしました。 

川口市立小谷場中学校 部活動に係る活動方針 



〇平日の活動 

 ・月曜日……１５：１０～１８：００   火～金曜日……１６：１０～１８：００ 

  ※ただし、新人戦終了後～１月までは１７：１５、２月は１７：３０に終了時刻が変わります。 

  ※大会１か月前から前日までは３０分延長を「可」としますが、上記の「一日の活動時間」を

超えないようにします。 

〇週休日・休日・休業日の活動 

 ・活動時刻は各部活動ごとに設定しますが、活動時間は３時間程度となります。 

 

 

〇学期中は、「週２日以上（平日に１日以上、且つ、週休日に１日以上）を休養日」とし、部活動は 

  実施しません。 

   ・一斉休養日以外は各部活動で休養日を設定します。 

   ・大会前等で、休養日に活動を行った場合は、別日の活動日を休養日に振り替えます。 

〇長期休業日やゴールデンウィーク等の休養日も、学期中の「週２日以上の休養日」の設定と同様 

です。 

 ○学校閉庁日８月１２日～１６日、年末年始休業日１２月２９日～１月３日はオフシーズンに設定 

します。 

※全国大会前等でオフシーズンに活動した場合は、別日の活動日を休養日に振り替えます。 

  〇定期考査１週間前、及び定期考査日は休養日とします。 

 

 

〇施設や設備の点検を定期的に実施し、事故の防止に努めます。 

〇効率的で安全な練習メニューを作成し、生徒が自主的かつ自発的に活動できるようにするととも 

に、いじめ・トラブルのない生徒同士の良好な関係を構築できる部活動運営に努めます。 

〇信用失墜行為の防止のため、携帯電話やメール（ＬＩＮＥ含）等により、顧問と生徒が直接連 

絡し合うことは禁止します。連絡は「保護者緊急すぐメール」を使用するか、部活動保護者連絡 

網等により行います。なお、部員同士のＬＩＮＥグループの扱いについては保護者の管理監督を 

お願いします。  

〇金銭事故を防止するため、部活動費用（部費など）の徴収及び執行については、保護者の承諾を 

得るとともに、保護者の協力のもとに適正な事務を行い、管理職・保護者による会計監査を実施 

します。 

〇熱中症事故防止の徹底について下記の通り実施します。 

 ・活動場所の気温が３５℃を超えた場合は、部活動は中止します。  

 ・３５℃を超えない場合においても、気温、湿度、ふく射熱を総合的に示した暑さ指数（WBGT） 

  における熱中症予防運動指針を参考にしながら、適切な水分・塩分の補給や日陰・室内等での 

休憩時間を設けるなど安全面を考慮して活動します。 

 ・熱中症の症状の見極め、症状発生時の対応等の必要処置の習得を徹底し、迅速な対応に努めま 

す。 

 

 


